
三嶺の森をまもるみんなの会 春のボランティア活動
（三嶺の森をまもるみんなの会、高知中部森林管理署主催）

内容

シカの食害によって大きなダメージを受けた三嶺の森ですが、シカ捕獲活動の効果

が徐々に表れ、場所によっては植生の回復の兆しが感じられるようになりました。

しかしながら、今回活動を行ったみやびの丘周辺は捕獲活動の空白地域になってい

て、依然としてシカの個体数が多く、下草が衰退したり、シカの嫌いな植物のみが繁

茂するといった状態が続いています。

今回のボランティア活動は、みやびの丘で植生の回復を目指して、防鹿柵の設置、

土砂流出防止マットの設置を４班に分かれ行いました。

なお、この活動は緑の募金による助成を受けて実施しました。

〈作業内容〉

○防鹿柵の拡張設置（頂上南斜面～尾根の東斜面）

○土砂流出防止マットの設置

〈当日の様子〉

日 時： 令和３年５月 23 日（日）6:20～18:00

場 所： 高知県香美市（みやびの丘付近）

防鹿柵の設置を行う参加者


